
（３）大崎圏域会議 

【日時】令和６年８月１日（木）午後２時から午後３時５０分まで 

【場所】グランド平成 ２階 孔雀の間 

 

（１）本県の観光の現状・課題に対する認識 

〇大崎の魅力は宿泊客の回復状況等を見ても、本当の意味で魅力的な地域になりきれて

いない。隣県も含め他の地域の観光資源とも絡めながら、大崎圏域の中の振興を図っ

ていければ良いのではないか。 

〇大崎圏域は、古川駅から先の交通手段が少なく周遊するための手段がない。例えば大

崎MaaSといった一体型の予約システムを構築し、大崎の食や文化を体験できるものを、

交通手段から周遊、宿泊まで一体型で予約できるようなMaaSの構築を考えても良い。

東北に来る外国のお客様は本当に少ないので、それをターゲットにしていかないと伸

びを見込めない。 

〇外国人を含む観光客は、家族旅行は別にしても、できればシングルルームに泊まりた

いというような要望が強く、大崎圏域で宿泊の数字を伸ばすのは、かなり厳しいのが

現状。 

〇各市町村で何ができるのか含め滞在型のイベントアクティビティも考え、誘致してい

くように努力すれば、もう少し変わってくるのではないか。 

 

（２）本県の観光が目指すべき姿や観光戦略プロジェクト 

〇他の地区との差別化を図った時に戦略的に弱い。コロナ後の市場の変化として、アウ

トドアやアドベンチャーツアーなどにアクティブな方々の動きが出てきている。もっ

と踏み込んでグリーンMICEというキーワードを戦略の中に入れ込んだ方がいいので

はないか。また、本体の宮城県のＤＭＯをこういう戦略の中で、書き込んでおいた方

がいいように感じた。 

〇特徴が感じられず、どこの県でもありそうな戦略。県北と県南が完全に分かれている

ので、それぞれのイメージや戦略が必要になるのではないか。今載っている戦略は戦

術のレベルの話で、もっと骨太の戦略にすべきではないか。 

〇例えば、サイクルツーリズムやヘルスツーリズムといったトレンドや最近の環境をど

う捉えるかなどが、戦略の前に見えれば、より具体的な政策につながっていくのでは

ないか。 

〇県の持つ観光のイメージをしっかりと話し合うような仕組みや実情にあった長期的

なものを、いろんな業界から汲み取っていくことが必要。県の重要な役割は、市町村

との連携やバックアップである。ＤＭＯとプランとの関わりみたいなのは、どのよう

な形でいくのか。 

〇県が細かい施策をやっていけば、当然予算が膨らみ、財源という話になる。宿泊税の

ような財源に手を伸ばしてしまいたくなるところではあると思うが、これを財源に当

てることは反対である。 



〇骨子案では宿泊税の導入・活用を検討していくとなっていて、間もなく県議会にかか

ってしまえば検討していくというが、ここに載せる段階は過ぎていると思うところも

あるので、この資料で“検討していく”とされても、来年プランが実施される頃には

検討ではなくなっているのではないか。 

〇例えば、健康長寿宮城というテーマで宮城に来てもらおうといった、いろいろな切り

口もあるのではないかと感じる。 

〇これまでの延長線上では多分変わらないので、海外の方をターゲットにするのが非常

に重要になってくる。限定的な効果となりがちなＳＮＳなどでは、発信方法も工夫が

必要。 

〇施策の柱の「稼ぐ力の向上」に掲載された地域クーポン等の活用は、長い目で見ると

「稼ぐ力の向上」に該当しないのではないか。 

〇地域クーポンを今回活用する場合があるなら、そのような大変な作業を少し減らして

いただきたいと思う。地域クーポンの活用をより慎重にやっていかなければならない

と思った。現場の方はすごく大変だということは、ぜひ認識してほしい。宿泊事業者、

そういうふうなところに対して意見を聴取していただきたい。 

〇二次交通がすごく大切で、二次交通が充実すると、ローカル線や新幹線も生きてくる

ので、二次交通の重要性を入れていただきたい。 

〇シングルルームに関する課題として、事業者には設備投資が簡単にはできないので、

政策で金融関係の援助も入れていただければと思う。 

〇観光地づくりに向けた推進体制の充実がもう少しあってもいい。この推進体制が非常

に重要。 

〇宮城観光振興会議で話す前に、もし宿泊税を導入するとなった場合には、徴収義務者

の宿泊事業者に対し、しっかりその説明をしっかりした上で、例えば承認というか、

許可をいただいた上で、フローに入れて話すのがいいのではないか。 

〇伝統文化を守る意味でも、大崎圏域はやはり鳴子温泉の再生をお願いしたい。 

 

（３）数値目標の設定方針 

〇大崎圏域の目標数値について、鳴子温泉は宮城県の宿泊の方が６割来ているというよ

うな状況で、回復の状況も約７割程度というような状況の中で、大崎圏域は広く、各

地域によって、どのような県内や県外のお客さんが来ているのか、しっかり調査した

うえで数値を設定していければと思う。 

〇数値目標はコロナ前に戻しましょうっていう事だと思うので、目標としては今のとこ

ろは妥当なラインで、そこはスタートだと思っている。 


